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　この協議会は、商工会女性部、Ｊ

Ａ女性部、実践グループ、当別音頭

を守る会の４つの団体で構成してい

ます。

　毎年２月の末に開催している「女

性のつどい」では、町内から約200人

が参加し、社会に関わることをテー

マに講演会を開催し、勉強しながら

交流を深めています。

　石狩管内の協議会では、日常生活

の中で無駄なことを省くために自分

たちができることを取り組もうと、

買い物時のレジ袋を使わない運動や

集まりなどでマイコップ・マイ箸の

使用を呼びかけています。

　このような取り組みを町内にも広

げて行きたいと考えています。

　「当別は農業の町」と言っても、ど

んな作物を作っているか知らない人

が多いと思います。実践グループで

は、農家と消費者とが協力し合って

当別で収穫された農作物を使って味

噌、しそジュースなどの加工品を作

り、当別の農業をＰＲしています。

　２年前からは、ボランティアで希

望者に対して味噌や豆腐づくりの講

習会も開催しています。

　今年は、当別小学校5年生を対象

に豆腐作りの講習会を開催したので

すが「こんなに簡単にできるんだ」

ととても驚いていました。

　地域のみんなで声を掛け合いなが

ら、これらの取り組みを広げること

ができればと思います。

　最近は、会議などで女性が発言す

る機会が増えてきましたね。

　私も、会長を務めるようになって

から協働の指針策定検討委員会や社

会福祉協議会などの会議に出席し、

発言することが多くなりましたが、

行政の仕組みなどを知ることがで

き、とても勉強になっています。

　これからは、多くの女性が地域社

会に関わりを持ち、まちづくりに参

加していかなければならないと思い

ます。
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　約700発もの打ち上げ花火が来場者を楽

しませた今年のあそ雪の広場。

　会場は、身が引き締まるほどの寒さで

したが、澄みきった夜空に色鮮やかな花

火が打ち上げられました。このイベント

が終わると、春が待ち遠しくなります。


